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　当研究室では、2000年東海豪雨以来、たびたび襲来してい
る台風・豪雨災害時の帰宅困難実態や避難状況について幾
度も社会調査を行い、実態解明と今後の施策提案を行ってき
た。東海豪雨時（右図）では

社会調査に基づく帰宅困難実態・避難状況の解明と施策検討

経路の走行速度
①赤色：
０－４km/h未満
②茶色： 
４－８km/h未満
③黄色：
 8－12km/h未満
④青色：
12－16km/h未満
⑤黄緑色：
 16km/h以上

4km/h以下の速度の大渋滞
が全域で引き起こされた。
　公共交通状況や最近の災
害でも解析中であり、地方
での新たな調査依頼があれ
ば相談に応じます。
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